
６年１組 算数科 学びのデザイン
指導者 大久保 智 子

１ 単 元 名 速 さ

２ 単元の目標

「 」 ， ，日常生活で経験する 速さ に関する問題を 既習内容や実際の場面と結び付けるなどして解決し

生活や学習に活用することができる。

３ 単元の計画（３時間取り扱い）

次 時間 主 な 学 習 内 容

１ １ ・ 速さを表すグラフ」を読み取る。「

１ ・ 速さ」に関するジャンプ問題を通して，速さ・道のり・時間を求める問題に習熟す「

本時 る。（ ）

２ １ ・日常生活の中から「速さ」に関する問題を探したり 「速さ」に関する問題作りした，

りして，生活の中で活用する。

４ 担任の思い

学校生活全般を通して，常に「自ら学ぶ児童の育成」を念頭に置き，児童間における協同的な学び

の定着と授業作りの改善に努めている。アンケートから分析すると，９７％の児童が先生や友だちの

， 。発表をよく聞くことができ ９５％の児童が分からないことは先生や友だちに訊くことができている

また，友だちから「どうして・教えて」と言われたときには，相手が納得するまで説明したり，他の

友だちに応援をお願いしたりする関係が築かれてきていることが分かる。

本単元は，算数学習６年間のまとめである。小学校で学習した内容のうち主要な内容を取り上げ，

その復習をするとともに学習のまとめをすることを目標としている。児童の既習内容の習得状況を見

ると，５年の「単位量あたりの大きさ」から関連する「速さ」については，日常生活と密着している

内容でありながら苦手意識を感じているようである。ここでは，あえて児童が「難しい」としている

「速さ」に関する課題に取り組み深く探求することで，達成感や数理的な処理の楽しさを味わわせ，

生活の中で活用する意欲を高めさせたい。

単元構成は，まず，ダイヤグラムを読み取る活動から入ることで，グラフを使っても速さの問題を

解明することができることを気づかせたい。次に，吟味した課題を友だちと頭を寄せ合いながら，い

ろいろな方法で解決することにより，他者受容感を味わわせたい。最後に，発展的な学習として，日

常生活の中から「速さ」の問題を見つけたり 「問題作り」をしたりする活動を通して，学習内容の，

習熟とコミュニケーションの深まりをねらいたい。そして，このような体験が主体的に学ぶ意欲を高

める一つになることを願っている。

本時は，二つの速さがからむ問題であり，児童にとっては高いジャンプの課題である。４人のグル

ープを生かし 「分からない 「ここまでは分かった 「どうやったの 「もっと説明して」など，頭を， 」 」 」

寄せ合いながら課題解決への学びを夢中にさせたい。場面設定については容易にイメージできるであ

ろうが，解く足がかりを見つけることが困難な児童が多くいると推測される。そこで，グラフや絵を

。 ，（ ） （ ）自由に用いて問題場面を視覚的にイメージさせたい 既習内容の速さについては 速さ ＝ 長さ

÷（時間）という式から，距離や時間も求めることができている。これを使って，図・表・グラフ・

数直線・式・言葉等の多様な表現で考えさせたい。担任は 「分からない」を言い出せない子や停滞，

している班に寄り添い，個々の思考が途切れずに膨らむつなぎの言葉を，随時入れたいと考える。個

， ， 。々の学びを共有する場面では 考えが途中までの児童の説明からつなぎ 学び合いを広めていきたい

終末の振り返りでは，友だちとの関わりによっての自分の思考の変化や分からなかったことなどを振

り返らせる大切な時間としたい。

５ 本時の学習

（１）目 標

「速さ・道のり・時間」のジャンプ問題を，根拠を明らかにしながらいろいろな方法で課題解決

をすることができる。



（２）展 開

学 習 活 動 教師の支援・留意点

１ 本時の学習課題をつかむ。 ○誰もが知っているおとぎ話をイメージさせ

うさぎとかめが８００ｍのかけっこをします。 ることで，探求の意欲づけをさせたい。

途中で，うさぎが昼寝を始めました。うさぎが何 ○根拠を明らかにして，速さをグラフに表現

分より長い時間昼寝をすると，かめは勝てるでし することを確認する。

ょう。グラフを使って考えてみましょう。 ○うさぎがいつ昼寝をするかについては，特

うさぎは，１５秒間で１０ｍ進む 別に触れない。話題にあがったら，かけっ

かめは，６分間で１２０ｍ進む この途中であることだけを確認する。

２ 課題追求をする グループ ○各自，グラフに表すためにはどうすればい。 （ ）

（１）うさぎの昼寝する時間の求め方を，グラフをもと いか考え，必然的に解く足がかりを見つけ

にいろいろな表現で考え合う。 させたい。

・うさぎとかめの分速から，かたむき考える。 ○停滞している班が多くなったら，グループ

・うさぎはいつ昼寝をするのかを考える。 から個にもどし，全体で困っていることを

・昼寝している間は，時速０㎞である。 話し合う。

○うさぎがいつ昼寝をするかについては，か

（２）うさぎの昼寝する時間について，各自の考えを共 けっこの途中でいつ昼寝してもいいことに

有する コの字型 気づかせたい。。 （ ）

①昼寝をしている時間を求めるいろいろなグラフ ○グラフを用いると，うさぎの昼寝はいいろ

を提示する。 いろな表現ができるが，２０分より長く寝

②式を使いグラフの根拠を明らかにする。 ることを気づかせたい。

・うさぎとかめの分速を求める。

う １０ｍ：１５秒＝Ｘ：６０秒 ４０ｍ 分○ /

か １２０ｍ÷６分＝２０ｍ 分○ /
・８００ｍ走るのにかかる時間を求める。 ○グラフのかたむきの根拠を明らかにする。

う ８００ｍ÷４０ｍ 分＝２０分 ○友だちの式を読ませ納得ができないときは○ /

か ８００ｍ÷２０ｍ 分＝４０分 友だちに説明を加えてもらい，グラフの根○ /
・うさぎは，昼寝を２０分より長くする。 拠を明らかにさせたい 。。

３ 発展問題にチャレンジする グループ ○うさぎもかめも，課題と同じ速さで池の周。 （ ）

１８００ｍの池の周りをうさぎは右回りに，かめ りを回ることを確認する。

は左回りに同時にスタートします。うさぎとかめ ○各自，問題場面を理解し図やグラフ・表・

が出会うのは かめが何ｍ進んだところでしょう 数直線・式・言葉を使って，条件から解く， 。

・１８００ｍ÷６０ｍ＝３０分 足がかりをみつける。

・２０ｍ 分×３０分＝６００ｍ ○１単位量あたりの大きさで求められること/
うさぎ４０×Ｘ かめ２０×Ｘ を導かせたい。

・

うさぎ＋かめ ６０×Ｘ ｍ ○友だちとの関わりによっての自分の思考の0 1800
変化や分からなかったこと等を振り返らせ

４ 本時のまとめをする。 る大切な時間としたい。

○本時の振り返りの中で，もっと知りたいこ

とや分からなかったことなどがあったら，

次時の学び合いにつなげたい。

６ 観る観点・授業の評価

（１）速さのジャンプ問題を，多様な既習内容を生かして解くことがでたか。

（２ 「速さ・道のり・時間」を探求しジャンプする学び合いに，本時の課題は適切だったか。）

（３）一人一人の思考が途切れず，学び合いによる気づきの連鎖が生まれる「つなぎ」ができたか。


